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やめようよ　差別反対　いいくらし（鬼塚達哉・日の里東小６年）すなおな心　すぐに笑顔が　光りだす（入江愛梨・地島小６年）

お知らせ

第
２
回

鐘
崎
生
き
活
き
祭

　
鐘
崎
漁
業
協
同
組
合
と
鐘

の
岬
活
魚
グ
ル
ー
プ
が
開

催
。
イ
カ
を
は
じ
め
、ヤ
ズ
、

タ
イ
、
ア
ジ
な
ど
今
が
旬
の

活
魚
と
鮮
魚
を
漁
師
価
格
で

提
供
。
ま
た
、
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
漁
師
町
な
ら
で

は
の
海
鮮
焼
き
や
タ
コ
飯
な

ど
を
販
売
。

農
産
物
直
売
所

�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
宗
像
地
区
直
販
施
設
連
絡

協
議
会
が
開
催
。
宗
像
・
福

津
市
内
の
５
つ
の
農
産
物
直

売
所
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
地
元

産
農
産
物
が
当
た
り
ま
す
。

●
実
施
期
間
　
10
月
23
日

（
土
）
～
11
月
30
日
（
火
）

●
応
募
方
法
　
期
間
内
に
、

か
の
こ
の
里
、
ほ
た
る
の

里
、
道
の
駅
む
な
か
た
、

あ
ん
ず
の
里
市
、
ふ
れ
あ

い
広
場
ふ
く
ま
の
各
直
売

所
を
回
り
、
５
つ
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
各
直
売
所

に
備
え
付
け
の
応
募
箱
に

投
か
ん
し
て
応
募
す
る

＊
当
選
者
は
12
月
６
日（
月
）

～
同
12
日
（
日
）
ま
で
、

各
直
売
所
店
頭
で
発
表

＊
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
協
議
会
事
務
局
（
北
筑

前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
（
43
）
８
８
３
３

▽
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性

化
機
構

�

☎
（
36
）
７
８
８
３

第
18
回

�

土
曜
公
開
講
座

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
保
存

工
学
研
究
室
が
開
催
。
受
講

無
料
。
市
、
市
教
育
委
員
会

後
援
。

●
日
時
　
11
月
６
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
同
４
時

●
場
所
　
同
研
究
室
（
福
岡

黙
想
の
家
／
自
由
ヶ
丘
）

市
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
会

�

公
開
講
座

　
同
会
が
開
催
。受
講
無
料
。

事
前
申
込
不
要
。

●
日
時
　
11
月
２
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
中
央
公
民
館
・
講

義
室

●
内
容
　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
の
実
現
を
目
指
す
福

岡
の
挑
戦

●
講
師
　
平
野
真
規
さ
ん

（
県
新
産
業
技
術
振
興
課

企
画
主
幹
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
伊
藤
）

�

☎
（
32
）
３
４
３
３

ゆ
ず
り
葉
の
会

�

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

　
同
会
が
、
第
40
回
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
を
開
催
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
協
力
で
17
年
目

を
迎
え
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
品
目
を
寄
付
し
て
も

ら
い
販
売
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

＊
収
益
金
は
す
べ
て
、
公
共

の
救
援
団
体
な
ど
に
寄
付

●
日
時
　
11
月
３
日
（
水
・

祝
）
午
前
11
時
～
午
後
１

時
●
場
所
　
市
民
活
動
交
流
館

（
メ
イ
ト
ム
宗
像
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

パ
ソ
コ
ン
教
室

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
Ｘ
Ｐ
ク
ラ
ス

●
開
催
日
　
11
月
１
日
か
ら

毎
週
月
曜
日
（
全
10
回
）

▽
ビ
ス
タ
、
セ
ブ
ン
ク
ラ
ス

●
開
催
日
　
11
月
４
日
か
ら

毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

【
共
通
事
項
】

●
受
講
料
　
５
５
０
０
円

②
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り

教
室

▽
Ｘ
Ｐ
、
ビ
ス
タ
、
セ
ブ
ン

ク
ラ
ス

●
開
催
日
　
11
月
５
日
か
ら

毎
週
金
曜
日
（
全
３
回
）

●
受
講
料
　
２
０
０
０
円

【
①
②
共
通
事
項
】

●
時
間
　
午
後
１
時
～

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
55
歳
以
上
の
人

●
テ
キ
ス
ト
代
　
実
費

●
パ
ソ
コ
ン
貸
出
料
　
１
回

２
５
０
円
（
Ｘ
Ｐ
の
み
）

■
申
込
方
法
　
10
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
（
33
）
１
１
５
１

へ
電
話
で
申
し
込
む

行
政
書
士
に
よ
る

�

無
料
相
談
会

　
県
行
政
書
士
会
福
岡
北
支

部
が
開
催
。事
前
申
込
不
要
。

【
宗
像
会
場
】

●
日
程
　
10
月
24
日
（
日
）

●
会
場
　
東
郷
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
・
小

会
議
室
１

【
古
賀
会
場
】

●
日
程
　
10
月
31
日
（
日
）

●
会
場
　
古
賀
市
中
央
公
民

館
リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
・
研

修
棟
２
階

【
共
通
事
項
】

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
同
４

時
●
内
容
　
遺
言
、
相
続
、
成

年
後
見
、
会
社
設
立
、
交

通
事
故
、
外
国
人
在
留
手

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

�

追
悼
式
参
加
者
募
集

　
県
遺
族
連
合
会
が
募
集
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

●
日
時
　
平
成
23
年
１
月
21

日
（
金
）
午
前
10
時
～
同

11
時

●
場
所
　
福
岡
の
慰
霊
の
塔

（
沖
縄
県
糸
満
市
）

●
内
容
　
無
宗
教
献
花
方
式

●
参
加
資
格
　
先
の
大
戦
に

お
け
る
沖
縄
地
域
で
の
福

岡
県
出
身
の
戦
没
者
と
一

般
戦
災
死
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
で
福
岡
県
内
に

居
住
し
て
い
る
人
）

●
募
集
人
数
　
先
着
25
人

●
申
込
期
限
日
　
10
月
29
日

（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

☎
０
９
２
（
７
６
１
）
０

０
１
２

●
日
時
　
10
月
31
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
２
時

＊
売
り
切
れ
次
第
終
了

●
場
所
　
鐘
の
岬
活
魚
セ
ン

タ
ー
周
辺
（
鐘
崎
）

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
組
合

�

☎
（
62
）
１
５
０
０

▽
同
セ
ン
タ
ー

�

☎
（
62
）
１
５
７
０

宗
像
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

会
員
募
集

　
会
員
の
自
主
運
営
で
パ
ソ

コ
ン
を
楽
し
む
会
で
す
。

歩
く
唐
津
街
道
の
旅

２
０
１
０

　
旧
唐
津
街
道
ジ
ャ
ー
ニ
ー

ラ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
が
、
唐
津

街
道
約
１
３
０
キ
ロ
を
９
区

間
に
分
け
て
実
施
。
今
回
は

赤
間
宿
か
ら
芦
屋
宿
ま
で
の

約
14
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
参

加
無
料
。

●
日
時
　
10
月
24
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
集
合
、
同

10
時
ス
タ
ー
ト
、
午
後
４

時
解
散
予
定

＊
小
雨
決
行

●
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
教
育
大

前
駅

続
き
、
許
認
可
申
請
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
支
部
（
元
満
）

�

☎
（
36
）
４
４
３
７

●
内
容
　
演
題
「
先
人
達
の

想
い
を
受
け
継
ぐ
」
／
荒

木
富
士
男
さ
ん
（
富
士
工

房
代
表
取
締
役
）

■
問
い
合
わ
せ
先

同
研
究
室

�

☎
（
33
）
９
０
０
４

　待望の「じのしま漁師食堂」が８月28日、元気にオープンしました。土・日
曜日を中心に、10月31日（日）まで期間限定での試験営業です。
　午前11時から営業開始｡鐘崎漁港から同10時45分発の市営渡船「ニュー
じのしま」には、初日のお客17人が乗船し、地魚談義で華やいでいました。漁
師食堂は泊港から歩いて１分。レトロな雰囲気が漂う場所でした。
　この日のため、応援に駆けつけた人も含めてスタッフは総勢７人。３人の
男性が魚をさばき、４人の女性が調理と配膳を担当。宗像漁協地島支所女性
部長の児島智枝子さんは、「１時間ほど前まで泳いでいた魚さんを用意しま
した。甘口しょうゆと砂糖で漬けた茶漬けセット（500円）にはスズキ、地魚
の煮付け（300円〜500円）にはクロダイやカワハギ、メバル、イシガキダイ
を使っています。皇室に献上している天然ワカメのしんは、甘酢漬けにして
出しています」。
　鮮度抜群で魚のうまみ十分の料
理にお客は感動。山口末子さん（71
歳、自由ヶ丘）は、「広報紙で知りま
した。本当においしい魚料理でし
た。漁師のみなさんの優しさが伝
わってきて、うれしいですね」。開業
サービスとしてサザエのつぼ焼き
２個が振る舞われると、「ラッキー
ですね。今度は友達を誘って来ま
す」と地島への小さな旅を満喫して
いました。
　那珂川町から家族３人で訪れた久保山正典さん（67歳）は、「魚を知り尽く
している漁師の魚料理ならばおいしいはずと期待して、早朝から出かけて
きました。期待通りおいしかった。地魚の煮付けは、家族それぞれの魚種が
違っていたので分けあって味わいました」。
　地島･泊の岡山文子さん（89歳）は、佐賀県唐津市に嫁いでいる長女の高崎
久子さん（60歳）と一緒に、漁師食堂での昼食です。久子さんはひとり暮らし
の文子さんを気遣って里帰りしていますが、いつもは２人きりの食事。しか
しこの日は、大勢の人たちに囲まれて会話がはずんでいました。「みんなと
一緒に食べるとおいしいですね」と文子さん。「開業日ごとに母が食べてく
れれば安心です」と久子さん。漁師食堂は、母娘のきずなも深めていました。
　地島には「食堂」がなく、民宿も閉鎖され、来島者は食事の確保に苦労して
いました。元気な地島づくり協議会では、「安心して島へおいでください」と
昨年から食堂の開設を計画し､各地を視察するなど準備を進めていました。
おいしさには太鼓判。地魚料理を目当てに観光客が増えることでしょう。

（市民記者　原きよし）
■問い合わせ先
　元気な地島づくり協議会（宗像漁協地島支所）　☎（62）１１７２

新鮮な魚料理に舌鼓を打つお客さん

●
持
参
品
　
昼
食
、飲
み
物
、

歩
き
や
す
い
服
装

●
コ
ー
ス
　
赤
間
宿
～
城
山

峠
～
海
老
津
～
氏
森
神
社

～
さ
い
の
か
み
～
芦
屋
宿

（
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
）

■
申
込
先

同
事
務
局
（
大
串
）

☎
０
９
０
（
７
４
５
９
）

０
６
８
１

●
内
容
　
手
作
り
品
・
不
用

品
バ
ザ
ー
、
新
品
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど

＊
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
午
前
11

時
30
分
か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
（
伴
）

�

☎
（
35
）
０
７
６
５

●
活
動
日
時
　
毎
週
火
・

木
・
土
曜
日
、
午
後
１
時

〜
同
５
時
で
希
望
す
る
時

間
●
場
所
　
土
穴
１
・
２
・
21

徳
ビ
ル
２
階

●
内
容
　
書
類
作
成
、
画
像

入
り
ハ
ガ
キ
、名
刺
作
成
、

パ
ソ
コ
ン
画
作
成
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
画
像
処
理
、

音
楽
・
画
像
編
集
な
ど

●
会
費
　
月
額
３
０
０
０
円

＊
２
年
目
か
ら
２
０
０
０
円

＊
入
会
金
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｍ
Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ブ
室

☎
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
＝

�

（
35
）
４
９
２
３

じのしましまままし
　漁師食堂食堂食食食
じのしま
　漁師食堂

元気
に

営業
中！

待望の食堂オープン
漁師の地魚料理は


